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国際ロータリー第２７９０地区　　
地区青少年奉仕委員会　　　　

ロータリー青少年交換小委員会　　　　　　　　　

**********************************************************************************************

（青少年交換Ｐ様式０１）
青少年交換

青少年ボランティア誓約書

第２７９０地区は、ロータリー活動に参加するすべての人々のために最も安全な環境を作り、維持するよう最善を尽くしている。ロータリアン、その配偶者、その他のボランティアの人々は、関わる児童および青少年の安全を考え、肉体的、性的、あるいは精神的な虐待を防止して、彼らの身の安全を守るため、最善をつくす責任がある。

個人情報
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自宅電話番号：　　　　　　　　　　　　　 Ｅメール：　　　　　　　　　　　　　　
勤務先住所 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　 ファックス：　　　　　　　　　　　　　
ロータリークラブ会員ですか。 　□はい 　　□いいえ

　　　　「はい」と答えた場合は、クラブ名と入会年を記入してください：


クラブ名：　　　　　　　　　ロータリー・クラブ　　入会年　　　年

ロータリーでの役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
過去に青少年交換に関与していたことがありますか。 □はい　　 □いいえ

「はい」と答えた場合、過去の役職と時期を記入してください。


過去の役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


時　期：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
身元保証人 （ロータリアン以外の者が身元保証人となることが望ましいが、これが可能でない場合、ロータリアンが身元保証人となることができる。）
氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所（都道府県／郵便番号を含む）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本人との関係：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私は、青少年交換プログラムに参加するにあたり、青少年を害するような罪を犯したことがなく、青少年の保護と育成のため、法令および地区の方針を遵守し全力を尽くすことを誓います。
申請者署名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名（活字体で記入のこと）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日付：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
身元保証人は、申請者が青少年交換プログラムに参加するにあたり、その身元を保証します。
身元保証人署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名（活字体で記入のこと）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日付：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（個人情報の利用目的）
地区とクラブは、本誓約書により取得する個人情報を青少年交換プログラムの目的に限定して利用します。
	危機管理委員会による調査・確認

	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この誓約書は地区で保管すること
備考：２０１２－１３年度の地区認定を取得した経緯

　青少年交換プログラムは、国際ロータリーの地区認定が必要です。その認定条件の中に、「ボランティアの選考と審査」という項目があります。次にその内容を示します。
□本プログラムに関与するすべての成人（ロータリアン及びロータリアン以外）、すなわち委員、ホストファミリー、クラブのカウンセラー、その他の人々（但しこれらの人々に限らない）は、青少年の世話をする役割への適性を判断するための面接を受け、青少年ボランティア同意書に記入。署名し、警察が保管する犯罪記録の確認や経歴照会を受けることに同意している。経歴照会では、交換学生の世話をする役割への適性について、３人の人物に確認を取る必要がある。この３人は家族であってはならず、またその内ロータリアンである人物は１人までとする。

□受入クラブまたは地区は、申請書の記載内容、警察の犯罪歴記録の確認や経歴照会などその家庭の成人全員の照会、個人面接、家庭訪問に基づき、細心の注意を払ってホストファミリーを審査、選考する。履歴照会では、交換学生の世話をする役割への適性について、３人の人物に確認を取る必要がある。この３人は家族であってはならず、またその内ロータリアンである人物は１人までとする。交換前および長期交換の期間中に、事前に通知をした家庭訪問と抜き打ち（または直前の通知）の家庭訪問を行うべきである。

しかしながら、上記２項目の内容は、はなはだ日本国内事情において困難な為下記の付記をして、２０１２－１３年度の地区認定を取得しました。
＊１）日本国内警察に対して、犯罪記録を照会することはできない。経歴照会について３人にするようにあるが、当地区の習慣に合わない。これらを担保する為に「青少年ボランティア誓約書」の身元保証人１名で対応する

＊２）ホストファミリーについても、警察犯罪経歴照会をすることはできない。また、経歴照会も困難である。これらを担保する為に「青少年ボランティア誓約書」で対応する。

